

























シモ ンズ論を載せていただいた。 このOLRが、私の退職を記念 して特別号
を刊行 して くださるという。この上ない喜びである。




反省すべきは、文学部 に助教授 として着任以降は種々の忙 しさにかまけて寄




今回のOLRは、私との思い出に関わ るものとい うテーマを中心 に して、
阪大英文科に関わる恩師 ・先輩の方々から、友人 ・同輩の方々、そ してかっ
ての学生および現在の学生諸君 らに及ぶさまざまな層からのエッセイを収録
するという企画のもとで編集 されたものである。 じっは、私はこれ らのエッ




うである。私が阪大で過 ごした学生時代からの生涯が これ らのエッセイのな
かに凝縮 されているにちがいない。退職後の日々への最高のプレゼントであ
る。多分、涙なくしては拝読できないであろう。
(2010年2月28日)
